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●
拠
点
地
域
再
生
事
業

議
員	
南
大
浦
地
区
拠
点
地
域
再
生
事
業
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
	南
大
浦
地
区
の
道
路
整

備
や
老
朽
建
築
物
の
建
て
替
え
促
進
を
図
り
、

地
区
の
活
性
化
に
向
け
て
、
南
大
浦
地
区
拠

点
地
域
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
地
元
住
民
と
協
議
し
な
が
ら
、
道

路
や
共
同
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
や
権
利
変

換
計
画
な
ど
の
検
討
を
行
い
た
い
。
あ
わ
せ

て
、
整
備
手
法
に
つ
い
て
国
や
県
な
ど
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

●
高
齢
者
の
見
守
り
対
策

議
員	

孤
独
死
防
止
の
た
め
の
本
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

福
祉
保
健
部
長	

本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の

見
守
り
対
策
と
し
て
は
、
民
生
委
員
の
友
愛

訪
問
、緊
急
時
訪
問
介
護
事
業
、配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
、独
居
老
人
等
ご
み
出
し
援
助
事
業
が

あ
り
、こ
れ
ら
の
事
業
を
複
層
的
に
組
み
合
わ

せ
、安
否
確
認
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
は
、関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
見
守
り
支
援

を
進
め
、孤
独
死
防
止
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

●
乳
幼
児
医
療

議
員	

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
現

物
給
付
実
施
に
伴
う
県
補
助
金
の
減
額
へ
の

本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

本
年
４
月
の
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
の

現
物
給
付
実
施
に
伴
い
、
乳
幼
児
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
に
係
る
県
補
助
金
と
、
国
民
健

康
保
険
事
業
に
お
け
る
国
の
交
付
金
が
減
額

さ
れ
、
約
１
億
７
千
万
円
の
負
担
増
が
見
込

ま
れ
る
が
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
本
市
の
取

り
組
み
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
県

へ
機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

●
被
爆
体
験
者
支
援
事
業

議
員	

被
爆
体
験
者
支
援
事
業
に
お
け
る
本

市
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

平
成
17
年
度
の
被
爆
体
験
者
支
援
事

業
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
被
爆
体
験
の
記
憶

が
な
い
場
合
は
対
象
外
と
さ
れ
、
当
時
幼

か
っ
た
方
に
と
っ
て
は
厳
し
い
認
定
基
準
と

な
っ
た
。
今
後
国
へ
改
善
要
望
を
行
う
に
は
、

科
学
的
根
拠
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
19
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
18
年
度

に
実
施
し
た
再
検
査
の
結
果
を
集
計
・
解
析

し
科
学
的
根
拠
の
検
討
を
行
い
た
い
。

●
伊
王
島
ふ
れ
あ
い
運
動
会

議
員	

伊
王
島
町
ふ
れ
あ
い
運
動
会
の
開
催

費
補
助
金
の
継
続
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長
	
伊
王
島
ふ
れ
あ
い
運
動
会
は
、
合

併
協
定
書
で
、
合
併
後
３
年
を
め
ど
に
見
直

す
と
し
て
い
る
。
同
運
動
会
は
地
域
の
大
切

な
行
事
で
あ
り
、
平
成
20
年
度
以
降
も
事
業

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
開
催
費
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
旧
市
内
の
各
地
区
と
の

均
衡
も
あ
り
、
額
の
見
直
し
を
図
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
運
営
の
方
法
や
内
容
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
不
正
経
理
問
題

議
員	

不
正
経
理
の
要
因
と
市
長
の
責
任
の

明
確
化
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

不
正
経
理
に
つ
い
て
は
、
内
部
調
査

に
第
三
者
に
よ
る
外
部
調
査
を
加
え
、
新
設

の
契
約
監
察
室
を
中
心
に
徹
底
し
て
全
容
解

明
に
努
め
る
な
ど
、
厳
格
に
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
今
回
の
不
正
経
理
は
組
織
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
て
、
関
係
し
た
職

員
の
処
分
や
最
高
責
任
者
で
あ
る
私
自
身
も

給
与
の
減
額
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
米
国
艦
船
入
港
問
題

議
員	

米
国
艦
船
マ
ス
テ
ィ
ン
の
入
港
問
題

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

長
崎
県
・
市
の
再
三
の
入
港
回
避
の

要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
３
月
１
日
に
同
艦

船
が
長
崎
港
に
入
港
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

遺
憾
で
あ
り
、
憤
り
を
感
じ
る
。
非
核
証
明

書
が
あ
れ
ば
入
港
を
認
め
る
非
核
神
戸
方
式

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
核
兵
器
の
搭
載
が
な

い
艦
船
の
入
港
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

本
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
県
と
入
港
回
避

の
方
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

 　
　●

被
爆
62
年
目
の
平
和
行
政

議
員	

平
和
祈
念
式
典
へ
の
市
内
小
中
高
生

の
参
列
及
び
核
保
有
国
等
代
表
招
請
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

平
和
祈
念
式
典
へ
の
市
内
小
中
高
生

の
参
列
に
つ
い
て
は
、
被
爆
60
周
年
を
機
に
、

平
成
17
年
度
は
市
内
全
域
の
市
立
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
、
18
年
度
は
国
公
立
・
私
立

も
含
め
た
本
市
の
高
校
・
短
大
・
大
学
の
生

徒
・
学
生
に
枠
を
広
げ
て
参
加
を
呼
び
か
け
、

約
290
名
に
参
列
を
い
た
だ
い
た
。
被
爆
者
の

高
齢
化
が
進
み
、
被
爆
体
験
継
承
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
多
く
の

若
者
に
参
列
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
核
保
有
国
等
代
表
者
の
招
請
に
つ

い
て
は
、
18
年
度
は
核
保
有
国
や
軍
縮
推
進

国
等
22
カ
国
の
代
表
者
を
招
請
し
、
計
８
カ

国
の
代
表
者
に
参
列
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

と
も
、
世
界
へ
広
く
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

観
点
か
ら
、
よ
り
多
く
の
国
か
ら
参
列
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
長
崎
衛
生
公
社

議
員	

長
崎
衛
生
公
社
の
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

環
境
部
長	

長
崎
衛
生
公
社
は
本
市
の
し
尿

処
理
業
務
を
担
っ
て
き
た
が
、
公
共
下
水
道

の
進
展
等
に
よ
り
、
そ
の
経
営
は
急
速
に
悪

化
し
て
い
る
。
し
尿
処
理
業
務
が
市
民
生
活

に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

は
そ
の
運
営
維
持
に
力
点
を
置
い
て
き
た
が
、

多
額
の
累
積
欠
損
金
を
抱
え
る
現
状
に
あ
る
。

　

今
後
、
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
全

庁
的
な
体
制
で
抜
本
的
な
改
革
を
図
り
た
い
。

●
医
師
等
不
足
問
題

議
員	

地
域
に
お
け
る
医
師
・
看
護
師
の
確

保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

福
祉
保
健
部
長	

医
師
や
看
護
師
が
大
病
院

や
都
市
部
へ
偏
在
す
る
な
ど
、
地
方
の
中
小

病
院
の
医
師
や
看
護
師
の
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
医
師
等
の
確
保

は
地
域
医
療
の
存
続
に
お
け
る
大
変
重
要
な

課
題
で
あ
る
た
め
、
国
に
対
し
医
師
確
保
対

策
を
推
進
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
本
市
に
お
け
る
実

日
本
共
産
党

社　

民　

党

気　

走　

会

草
の
根
ク
ラ
ブ


